
 

 

← 
現在の筑波山。右峰が
女体山（877ｍ）､左峰
が男体山（87１ｍ）。
中腹の「筑波山神社」
周辺にはホテルなどが
立ち並んでいます 

← 
関八州の重鎮「筑波山」全景（戦前）。麓には
ゆったりと時間が流れ，のどかな草葺き屋根
の農村風景が広がっています（『ポケットブッ
クス アンティーク絵葉書専門店』より転載） 
 

荘厳な筑波山神社拝殿
（上）。かつては石段の
路がここから始まって
いた一の鳥居（左） 
 

1715 年に建立され，

1798 年に再建された

北条の「つくば道」道

標（上）。神郡集落を貫

通する「つくば道」（右） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

筑
波
に
挑
む
土
浦
中
学
校
生 

 

旧
制
土
浦
中
学
校
で
は
、
開
校
３
年
目
の
明

治
32
（
1899
）
年
か
ら
修
学
旅
行
が
始
ま
り
、
一
・

二
年
生
は
筑
波
登
山
（
１
泊
２
日
）
。
三
年
生

は
１
日
目
が
石
岡
・
岩
間
か
ら
笠
間
へ
（
泊
）
。

２
日
目
は
笠
間
か
ら
水
戸
線
で
岩
瀬
ま
で
乗

車
。
さ
ら
に
岩
瀬
か
ら
雨
引
山
、
加
波
山
を
縦

走
し
、
筑
波
山
で
一
・
二
年
生
と
合
流
（
泊
）
。

翌
日
、
３
学
年
そ
ろ
っ
て
大
曽
根
、
一
の
矢
を

経
て
帰
校
し
て
い
ま
す
。 

 

翌
明
治
33
（
1900
）
年
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
５
泊

６
日
の
行
程
で
、
四
年
生
が
鎌
倉
・
横
須
賀
方

面
、
三
年
生
は
日
光
方
面
。
二
年
生
は
霞
ヶ
浦

周
回
で
、
こ
れ
は
土
浦
か
ら
汽
船
で
行
方
井
上

寄
航
場
ま
で
行
き
、
麻
生
（
泊
）
、
潮
来
、
鹿

島
（
泊
）
、
香
取
、
佐
原
（
泊
）
、
佐
倉
、
成

田
（
泊
）
、
印
旛
沼
、
龍
ヶ
崎
（
泊
）
、
女
化

を
経
て
、
牛
久
か
ら
汽
車
で
四
年
生
と
合
流
し

土
浦
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
一
年
生
は
筑
波
山
・

水
戸
方
面
で
４
泊
５
日
。
筑
波
、
真
壁
、
笠
間
、

大
洗
に
宿
泊
し
て
い
ま
す
。 

 

５
学
年
が
そ
ろ
っ
た
明
治
34
（
1901
）
年
は
、

五
年
生
が
松
島
・
仙
台
、
四
年
生
が
鎌
倉
・
横

須
賀
、
三
年
生
が
日
光
、
二
年
生
が
鹿
島
・
成

田
、
一
年
生
が
筑
波
・
大
洗
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
て
筑
波
登
山
は
一
年
生
修
学
旅
行
の

お
決
ま
り
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

一
方
で
汽
車
や
船
の
便
が
な
い
区
間
は
す
べ
て

徒
歩
。
４
泊
５
日
ま
た
は
５
泊
６
日
の
日
程
は

か
な
り
の
強
行
軍
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
余
り
に
も
身
近
で
、
多
く
の
人
々

を
魅
了
し
、
万
葉
の
代
か
ら
歌
に
も
詠
ま
れ
て

き
た
筑
波
山
に
は
、
土
中
生
は
修
学
旅
行
だ
け

で
な
く
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
も
し
ば
し
ば
訪

れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
31
（
1898
）
年
の
夏
休
み

に
は
、
先
生
と
二
年
生
３
名
が
筑
波
町
の
個
人

宅
を
借
り
受
け
、
約
半
月
間
、
植
物
採
集
を
行

っ
て
い
ま
す
（
『
進
修
』
第
１
号
・
明
治
33
（
1900
）

年
発
行
）
。
そ
の
後
、
「
修
学
旅
行
記
」
、
「
筑

波
山
に
遊
ぶ
記
」
、
「
筑
波
山
の
初
日
の
出
」

等
々
、
多
数
の
作
品
が
『
進
修
』
誌
上
を
飾
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
高
田
保
（
大
正
２

（
1913
）
年
卒
・
中
12
回
）
が
、
三
年
生
の
時
に

寄
稿
し
た
「
筑
波
登
山
」
（
『
進
修
』
第
14
号
・

明
治
44
（
1911
）
年
３
月
発
行
）
は
、
出
色
の
出

来
栄
え
で
、
後
年
の
筆
の
冴
え
を
う
か
が
わ
せ

る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
保
の
筆

を
た
よ
り
に
、
筑
波
登
山
の
様
子
を
た
ど
っ
て

み
ま
す
。 

 
 

            

「筑
波
登
山
」  

 
 

 
 

三
年 

高
田
保  

「
秋
が
来
た
。
三
年
生
の
修
学
旅
行
方
面
は
、
日

光
前
橋
と
定
ま
っ
た
さ
う
だ
。
足
尾
か
ら
大
間
々

ま
で
12
里
、
し
か
も
崎
嶇
（
き
く
）
た
る
山
路
を
突

破
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。 

『男
だ
よ
。
歩
け
な
く
って
ど
う
す
る
！
』 

 

力
ん
で
は
見
た
が
、
さ
て
、
関
東
平
野
に
産
聲
（う

ぶ
こ
え
）
あ
げ
て
、
山
と
云
（い
）
や
筑
波
の
紫
を
仰
ぐ

よ
り
外
、
何
ん
に
も
知
ら
ぬ
連
中
の
こ
と
、
内
心
聊

（
い
さ
さ
）
か
心
細
き
感
あ
り
と
い
ふ
わ
け
で
、
先
ず

足
試
し
と
し
て
筑
波
山
神
に
詣
（
も
う
）
づ
る
の
計

畫
（け
い
か
く
）が
起
こ
った
。
勿
論
（
も
ち
ろ
ん
）、
僕

等
の
こ
と
だ
。
平
凡
な
～
宿
屋
の
厄
介
に
な
る
よ
う

な
～
旅
行
じ
ゃ
な
い
。
頂
上
に
泊
ま
る
ん
だ
。
五
軒

茶
屋
で
夜
を
明
か
そ
う
と
い
ふ
の
だ
。
」 

「
破
天
荒
～
、
人
は
許
さ
ぬ
か
も
知
ら
ぬ
が
、
僕

等
は
自
ら
許
し
て
、
破
天
荒
の
快
擧
と
い
ふ
。
い
や

頑
張
る
。
が
然
し
、
時
節
柄
南
極
探
検
の
向
ふ
を
張

る
か
と
間
違
え
ら
れ
て
は
、
済
ま
ぬ
か
ら
取
り
下
げ

よ
う
か
。
」 

             

明
治
43
（
1910
）
年
10
月
８
日
土
曜
日
、
真
鍋

台
の
北
（
昤
吉
）
先
生
の
お
宅
に
三
年
生
19
名
、

二
年
生
１
名
が
集
合
。
北
先
生
、
西
尾
（
頼
造
）

先
生
の
引
率
の
も
と
、
一
行
は
高
岡
、
藤
沢
を

経
て
、
午
後
５
時
、
北
條
尋
常
小
学
校
に
到
着
。

茶
湯
を
戴
き
、
持
参
の
弁
当
で
腹
ご
し
ら
え
を

済
ま
す
と
、
北
条
か
ら
神
郡
（
か
ん
ご
お
り
）

を
抜
け
て
一
の
鳥
居
に
至
る
、
古
来
か
ら
の
登

山
道
を
た
ど
っ
て
い
き
ま
す
。 

「
提
灯
を
振
り
翳
（
か
ざ
）
し
て
筑
波
に
向
ふ
。
軍

歌
唱
歌
の
聲
（
こ
え
）
張
り
上
げ
て
元
気
の
良
い
こ

と
、
田
井
、
神
郡
の
村
々
は
、
子
供
等
が
あ
た
ふ
た

飛
び
出
し
て
眺
め
て
る
。
」 

一
の
鳥
居
か
ら
石
段
続
き
の
路
を
一
気
に
駈

け
上
が
る
と
筑
波
の
町
。
外
交
上
手
の
北
先
生

が
交
渉
の
結
果
、
五
軒
茶
屋
の
主
人
父
子
が
同

行
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。
筑
波
山
神
社
の
社

平成２５年１月１５日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 

第５３号 

筑波の山のいや高く 
「沃野一望数百里 関八州の重鎮とてそそり立ちたり筑波山」と，土浦中学校

時代から，生徒達によって高らかに歌われ続けてきた筑波山。そればかりでな

く，朝な夕なに真鍋台の校舎から仰ぎ見る筑波山は格別な存在であり，これに

挑みたくなるのは、ある意味でごく自然なこと。今号は，浩然の気を養うべく，

たびたび行われてきた筑波登山行について取り上げてみます。 

 



 

 

← 
現在の高天原。北先生

が逆立ちをしたのは，

この中央にある巨岩の

上なのでしょうか 

弁慶七戻り（「石門」）。豪傑の弁

慶でさえも、頭上の岩が落ちてく

るのでは，と、７度も後ずさりし

たといわれる“名所スポット” 

余
録 

映
画
『
天
心
』
ロ
ケ
が
本
校
旧
本
館
で 

岡
倉
天
心
を
描
く
映
画
『
天
心
』
（
主
演
竹
中
直
人
）

ロ
ケ
が
、
昨
年
12
月
に
旧
本
館
玄
関
前
（
文
部
省
美
術

展
会
の
入
退
場
シ
ー
ン
）
と
市
内
『
霞
月
楼
』
（
宴
会

場
シ
ー
ン
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
、
本
校
関
係
者
及
び
そ
の
ご
家
族
あ
わ
せ
て

24
名
の
皆
様
方
に
出
演
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
上
映
開
始
予
定
は
今
年
９
月
。 

→ 
かつての高天原
（『ポケットブ
ックス アンテ
ィーク絵葉書専
門店』より転載） 

双峰に鎮座する女体山神社（右上）と男体山神社（左上）。

その間の御幸ヶ原に，かつてはあった五軒茶屋（下，『ポ

ケットブックス アンティーク絵葉書専門店』より転載） 

殿
に
額
（
ぬ
か
）
づ
き
、
山
に
入
る
と
吹
き
上

げ
る
風
が
強
く
な
る
も
、
一
行
は
す
こ
ぶ
る
元

気
。 「

箱
根
の
山
、
進
め
矢
玉
の
や
れ
何
の
歌
か
の
歌
か

ら
、
果
て
は
ぐ
る
ぐ
る
ま
い
た
ほ
う
に
至
る
ま
で
、

喉
（
の
ど
）
も
裂
け
、
山
も
崩
れ
よ
と
計
（
し
き
り
）

に
怒
鳴
っ
て
行
く
。
山
怪
（
さ
ん
か
い
・
山
に
住
む
妖

怪
）
魍
魅
（
も
う
み
・
水
に
住
む
妖
怪
）
も
魂
消
（
た

ま
げ
）た
ろ
う
。 

 

『オ
ー
イ
』 

歌
の
絶
え
間
に
は
前
者
後
者
相
呼
び
相
應
じ
て
、

深
い
深
い
闇
か
ら
闇
へ
、
山
響
（
こ
だ
ま
）
を
傅
へ
る
の

だ
。
」  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
    

            

男
女
川
（
み
な
の
が
わ
）
で
新
し
い
草
鞋
（
わ

ら
じ
）
に
は
き
か
え
、
胸
突
八
丁
を
上
り
つ
め

る
と
、
五
軒
茶
屋
（
現
在
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
筑

波
山
頂
駅
が
あ
る
平
坦
地
は
、
男
体
山
・
女
体

山
の
二
神
が
御
幸
（
往
来
）
す
る
「
御
幸
ヶ
原
」

と
よ
ば
れ
、
か
つ
て
こ
こ
に
は
、
依
雲
亭
・
迎

客
亭
・
遊
仙
亭
・
向
月
亭
・
放
眼
亭
の
５
つ
の

茶
屋
が
あ
り
、
夫
婦
餅
と
田
楽
豆
腐
を
販
売
し

て
い
ま
し
た
）
。
腰
を
下
ろ
し
た
時
は
10
時
近

く
。
掛
け
茶
屋
の
爐
（
ろ
）
を
囲
ん
で
爺
さ
ん

（
五
軒
茶
屋
依
雲
亭
主
人
）
の
咄
（
は
な
し
）

に
耳
を
傾
け
て
い
る
う
ち
に
、
山
頂
の
夜
は
雨

と
風
と
に
更
け
て
い
き
、
爐
邊
（
ろ
へ
ん
）
の

団
ら
ん
も
一
人
二
人
と
欠
け
て
い
き
ま
し
た
。 

翌
朝
に
な
る
と
、
「
眼
が
覚
め
た
の
は
４
時
近

く
。
吹
く
は
吹
く
は
、
降
る
は
降
る
は
。
横
擲
（
よ

こ
な
ぐ
）
り
に
熊
笹
の
圍
ひ
（
か
こ
い
）
を
打
った
た

く
の
は
雨
。
天
の
吼
（
さ
け
）
び
、
地
の
ど
よ
め
き
。

山
の
飛
ば
ぬ
が
勿
怪
（も
っけ
）の
幸
い
。
」 

暴
風
雨
の
よ
う
な
悪
天
候
。
し
か
し
、
夜
が

明
け
る
と
、
風
雨
は
多
少
収
ま
り
、
周
囲
は
雲

の
中
。 

「
夜
が
明
け
た
か
外
が
白
い
。
扉
を
推
し
て
見

る
と
、
ア
ッ
白
い
海
～
白
い
海
！
、
雲
が
飛
ぶ
ど
こ

ろ
じ
ゃ
な
い
。
一
面
は
た
だ
見
る
、
雲
の
海
～
雲
の

乾
坤
（け
ん
こ
ん
）
。
」 

爺
さ
ん
が
、
焼
い
て
く
れ
た
夫
婦
餅
を
空
き

っ
腹
に
お
さ
め
て
、
先
ず
男
体
山
、
雲
た
だ
漠
々

（
ば
く
ば
く
）
。
一
行
は
離
れ
小
島
に
取
り
残

さ
れ
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
の
お
も
む

き
。
つ
い
で
女
体
山
に
向
か
う
。
頂
上
に
た
ど

り
着
く
と
、
そ
こ
も
雲
の
中
。 

「
海
の
中
か
、
地
の
底
か
、
天
の
一
隅
か
。
混
沌
（
こ

ん
と
ん
）
た
る
開
闢
（
か
い
び
ゃ
く
）
以
前
の
世
の
さ
ま

か
。
巌
頭
（
が
ん
と
う
）
に
嶷
立
（
ぎ
り
つ
）
し
て
、
静

か
に
こ
の
雄
大
極
ま
る
漠
々
の
偉
観
絶
観
に
對
し
た

心
こ
そ
、
於
戯
（
あ
め
）
こ
れ
眞
に
無
我
の
眞
境
で
あ

っ
た
。
『
辨
（
べ
ん
）
ぜ
ん
と
欲
し
て
す
で
に
言
を
忘

る
』
。
陶
淵
明
は
千
年
も
前
に
、
我
等
の
刹
那
（
せ
つ

な
）の
心
情
を
い
ふ
た
。
實
際
、
何
と
い
って
宜
（よ
）い

か
判
ら
な
か
った
。 

好
畫
圖
（こ
う
が
ず
）
！ 

け
れ
ど
も
神
に
非
ず 

し
て
誰
か
こ
れ
を
描
く
べ
き
霊
管
（
れ
い
か
ん
・
霊
妙

な
る
筆
）
を
有
（
も
）
って
居
よ
う
ぞ
。
繪
じ
ゃ
無
い
。

矢
張
、
大
自
然
だ
。
藝
術
を
超
越
し
た
絶
対
的
の

力
を
有
す
る
景
色
だ
。
人
間
の
智
慧
や
、
細
工
や
、

理
窟
や
、
是
等
の
何
を
以
て
し
て
も
、
冷
や
か
き
科

学
の
力
で
は
、
此
の
中
に
包
ま
れ
た
神
秘
の
扉
を
開

く
こ
と
が
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
況
ん
や
。
戀
（
こ
い
）
を

歌
ひ
人
生
の
倦
怠
を
い
ふ
文
士
に
於
い
て
を
や
だ
。
」 

一
行
20
有
余
人
は
、
恍
（
こ
う
）
と
し
て
一

言
も
発
せ
ず
、
大
自
然
と
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
の
後
、
一
行
は
大
声
一
声
、 

         

  

山
神
の
霊
に
別
れ
を
告
げ
て
、
下
山
の
途
に
。

途
中
巨
岩
が
屹
立
（
き
つ
り
つ
）
す
る
高
天
原

へ
は
、
北
先
生
が
真
っ
先
に
登
ら
れ
、
そ
の
頂

き
の
て
っ
ぺ
ん
で
逆
立
ち
を
や
っ
て
の
け
ら
れ

ま
し
た
。
弁
慶
七
戻
り
を
過
ぎ
、
10
時
に
近
い

頃
、
一
行
は
塚
田
屋
と
い
う
宿
屋
の
２
階
に
く

つ
ろ
ぎ
、
朝
飯
を
済
ま
せ
て
、
11
時
半
に
そ
の

宿
を
出
立
。
北
条
、
小
田
、
藤
沢
と
疲
れ
た
足

を
引
き
ず
っ
て
、
八
坂
神
社
の
森
陰
に
、
校
舎

の
高
い
塔
を
見
た
と
き
に
は
、
ほ
っ
と
一
安
心
。

振
り
返
る
と
、
筑
波
の
紫
は
、
一
行
を
見
送
り

な
が
ら
、
高
く
蒼
穹
（
そ
う
き
ゅ
う
）
を
摩
（
ま
）

し
て
そ
び
え
て
い
ま
し
た
。 

 
 

      

 

そ
し
て
保
は
最
後
に
、
「以
上
は
僕
等
の
筑
波
行

の
概
略
だ
。
た
だ
、
廻
（
ま
わ
）
ら
ぬ
筆
の
、
楽
し
く

も
亦
豪
壮
だ
っ
た
其
の
時
の
状
の
、
百
分
の
一
を
も

寫
（
写
）
し
得
ぬ
の
を
憾
（
う
ら
）
み
と
す
る
。
」
と
総

括
し
、 

「
五
軒
茶
屋
に
寝
た
晩
は
實
際
愉
快
だ
っ
た
。
僕

等
大
い
に
浩
然
の
気
を
養
う
べ
き
必
要
あ
る
も
の

は
、
時
に
こ
ん
な
事
を
企
て
る
の
は
最
も
宜
（
よ
）
い

こ
と
と
思
ふ
。 

 

僕
等
は
遂
に
成
功
し
た
の
だ
。
此
の
拙
（
つ
た
な
）
い

文
の
中
か
ら
で
も
こ
の
一
行
の
意
気
と
い
ふ
も
の
を
汲

ん
で
貰
へ
れ
ば
大
い
に
本
望
だ
。
」
と
結
ん
で
い
ま

す
。 

 
 
 

 

（
ふ
り
が
な
・
注
は
、
筆
者
補
筆
） 

 

現
在
は
「
歩
く
会
」
へ 

 

そ
の
後
、
五
年
生
の
修
学
旅
行
が
大
正
４

（
1915
）
年
か
ら
箱
根
方
面
で
、
そ
し
て
大
正
11

（
1922
）
年
か
ら
は
京
阪
神
方
面
で
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
に
併
せ
て
四
年
生
以
下

が
筑
波
登
山
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
京
阪
神
方
面
へ
の
修
学
旅
行
が
、
昭
和
15

（
1940
）
年
の
「
聖
地
巡
拝
旅
行
」
で
最
後
と
な

り
、
修
学
旅
行
そ
の
も
の
が
、
昭
和
16
（
1941
）

年
の
「
香
取
・
鹿
島
方
面
剛
健
自
転
車
旅
行
」

で
最
後
と
な
る
と
、
筑
波
登
山
も
行
わ
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。 

戦
後
、
土
浦
一
高
が
発
足
す
る
と
、
昭
和
24

（
1949
）
年
に
校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
第
１
回
は

本
校
～
藤
沢
八
坂
神
社
間
往
復
、
後
に
は
様
々

な
区
間
）
が
始
ま
り
（
昭
和
43
年
ま
で
）
、
昭

和
44
（
1969
）
年
か
ら
は
「
歩
く
会
」
（
第
１
回

は
筑
波
風
返
峠
か
ら
本
校
ま
で
）
に
衣
替
え
さ

れ
て
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
今
も
生
徒

達
は
、
諸
先
輩
方
同
様
に
、
筑
波
の
峰
を
仰
ぎ
、

健
脚
を
競
っ
て
い
ま
す
。
（
高
21
回
卒
松
井
泰
寿
） 

     

 


